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１．小学校 総合的な学習の時間
に付加する情報の領域（仮称）
の学習の在り方について



幼児教育 小学校
低学年 中学年 高学年

中学校 高等学校

遊びを通
した学び

生活科
※具体的な活動
や体験を通じた

学び

探究

総合的な
学習の時間

総合的な
探究の時間

情報科

 主体的に学び、自らの人生を舵取りする力の育成や、多様で豊かな可能性を開花させる教育の実現を図るためには、一人
ひとりが初発の思考や行動を起こしたり、好奇心を深掘りする中で、学びを主体的に調整し、自身の豊かな人生やより良い社
会につなげていく「質の高い探究的な学び」の実現が不可欠

 この実現に向け、情報活用能力を各教科等のみならず、探究的な学びを支え、駆動させる基盤と位置付け、探究・情報の
双方の観点から大幅な改善を図る (1) (4)とともに、教育の質向上と教師の負担軽減を両立させる方策(2)(3)(5)を検討すべき

（1）総合的な学習の時間に情報
活用能力を育む領域を付加すべき。
その際、自己の生き方を考えていく
ための資質・能力を育成するという、
探究の特質が十分に発揮されるよう
留意すべき

（4）探究の質の向上を図る上で基盤となる情報活用能力の抜本的向上に向けて、
技術分野の内容の大幅な充実を図るべき

（2）探究の質の向上及び学校の負担軽減を
図るため、実践の蓄積を可視化する形で、裁
量性を維持しつつ、教員や児童・生徒が参照
できる参考資料を作成すべき

（3）中学校及び高等学校での実践の蓄積や、新たな枠組みの全体像を踏まえ、
「目標」等の示し方を検討すべき。その際、小中学校での名称についても検討すべき

（5）情報技術は変化が極めて激しいことを踏まえ、教師の負担を軽
減する動画教材等を国が提供・更新すべき

総合的な
学習の時間

＋情報の領域
（仮称）

情報・技術科
（仮称）

※自己の在り方生き方と一体
不可分な課題に取り組む

※課題解決を通じて
生き方を考える

活用

自発的な活動としての

※小中の系統性を踏まえて情報科
の内容を充実する方向で検討

活用 活用

各 教 科 等
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※育んだ情報活用能力を各教科での探究的な学びを支え、駆動させる基盤としても活用

質の高い探究的な学びの実現に向けた新たな枠組み（ ②全体イメージ）

活用 活用

活用

論点整理抜粋



探究的な学びの基盤となる情報活用能力の整理

情報技術の

活用
情報技術の
適切な
取扱

情報技術の
特性の
理解

中学校 高等学校
1

2

3

 情報技術を自由自在に活用し、自らの人生や社会のために課題解決や探究ができる力がこ
れからの時代を生きる上で不可欠であることから、「①活用」を情報活用能力の中核的な構成
要素と整理

 「①活用」する力を発揮するためには、併せて認知や行動に与えるリスクに対応する「②適切な
取扱」が必要となること、仕組みや背景を含めた情報技術の「③特性の理解」によって、より効
果的な活用や適切な取扱いが可能になることを踏まえ、②③を①を発揮するための構成要素
と整理

 高校段階では、大学での数理・データサイエンス・AI教育の動向とも連動し、文理を問わず生
成AI時代に不可欠な基礎的な素養である「特性の理解」を身に付けられるよう、内容を充実

2. 上記整理に基づき、概ね以下のようなイメージで発達段階に即した学習活動を検討すべき
✓小学校段階………体験的な活動を重視し、「①活用」を中核としながら、「②適切な取扱」、「③特性の理解」と相まって培う
✓中学校段階以降…各要素の内容を深めつつ、より抽象的・科学的な理解を必要とする「③特性の理解」を一層重視

（総合・情報の領域（仮称）） （新・技術分野（仮称）） （情報科）

①活用

②適切な
取扱

③特性の
理解

 写真・動画
を撮影する

 インターネット等で情報収集する
 表やグラフを作成し整理・分析する
 スライドを見やすく工夫して表現する

低学年
小学校

 アンケート結果やセンサで得たデータを集計・
分析する

 メディアごとの特性や、どのような情報が伝わり
やすいのかを考えながらレイアウトなどを決める

 情報処理の仕組みやコンピュータの構成、
生成AI等の基本的な仕組等を理解する

 身近な課題を解決するプログラムを制作する

 情報がどのように加工され伝わり影響を与えるのか、
メディアを比較しながら理解する

 多様なセキュリティ対策・対応を学ぶ
 自他の権利や法を理解し、適切に情報を扱う

情報技術の基本的な操作及び情報技術を活用し
情報の収集、整理・比較、発信・伝達等する活動
 メディアによって、得られる情報や印象
が異なることを知る

 インターネットの危険性や、情報セキュ
リティの基本を知る

 望ましいスクリーンタイムを設定する
 クラウドを用いて共同編集する
仕組を知る

 プログラミングを体験したり、
生成AIの出力から特性を知る

１．情報活用能力を構成する各要素の関係を以下のとおり整理すべき

（活用を通
して体験

   的に学ぶ）

小・中学校で
整理した系統
性を踏まえ、情
報科の内容を
更に充実する
方向で検討。

※上記の学習活動の例は網羅的に示したものではなく、今後更に専門的な整理・検討が必要。特にタイピングは国語科との役割分担を検討する必要。 3

中・高学年

論点整理抜粋

 ルール
を守って
大切に
使う



情報活用能力として育成すべき資質・能力を体系的に整理するイメージ

・組み合わせによる効果的
な情報収集の方法を身に
付ける
・情報やデータを構造化し
科学的に分析し論理的に
考察する方法を身に付ける
・情報技術を統合した効果
的な表現技能を身に付ける

・効率的な情報収集の方
法を身に付ける
・情報やデータの統計的な
分析の方法を身に付ける
・複数の情報技術を組み
合わせた表現技能を身に
付ける

・権利に係る基本的な法・
制度や責任を理解する
・倫理的配慮や情報セキュ
リティの基本を理解する
・心身を含むリスク評価と適
切な対処を理解する

・法や倫理等を多面
的に考え、情報セキュ
リティを踏まえつつ、情
報技術のリスクを評価
して適切に行動するこ
とができる

・情報技術の仕組みを理解
する
・AIの仕組みと社会での活
用を理解する
・アルゴリズムの理解と構造
的な表現方法を身に付ける
・ユーザ視点の情報デザイン
を理解する
・データの効率的な管理・
活用の仕方を身に付ける
・メディア特性が受信・発信
に与える影響を理解する
・技術による社会のシステム
化を理解する

・情報技術の特性や信
頼の多面性を踏まえ、情
報やデータを統計的・多
角的に分析し根拠を判
断したうえで、解決策を
論理的に構成・適切に表
現し、効果的な議論を経
て課題を解決できる

・法・制度の意義や責任を
理解する
・倫理的な配慮を踏まえた
適切な活用に関し理解する
・情報セキュリティを踏まえた
リスクと利便性の評価・管理
を理解する

・法・制度の意義や倫理
的課題を考察し責任を
もつことや、情報セキュリ
ティを踏まえつつ、情報技
術のリスク、利便性、信
頼性等を評価して適切
に行動することができる

・情報技術の原理を科学的に理
解する
・AIの特性と課題を踏まえた活
用の方法を身に付ける
・アルゴリズムやシステム構築の設
計と評価の方法を身に付ける
・ユーザ中心の情報設計・評価
の方法を身に付ける
・データの科学的分析・解釈や、
モデル化、シミュレーションを理解
する
・メディア・ツールの統合・活用の
方法を身に付ける
・技術発展の影響を多面的に理
解する

・先端技術を含む情
報技術の原理や特
性を踏まえ、AIやア
ルゴリズム、情報デザ
イン、データ分析、モ
デリング、シミュレーシ
ョン、メディア・ツール
の活用と社会的視
点を統合し、生活や
社会における専門的
な課題を分析し的
確に捉えて、解決策
を創造的に構想・表
現することができる

知識及び技能

 情報活用能力の学習の基盤としての位置付け、情報活用能力の範囲、情報技術の変動性に留意しつつ、情報活用能
力の構成要素別に（情報技術の①活用、②適切な取扱い、③特性の理解）、各学校段階で育成すべき主な資質・能
力の例を以下のとおり「知識及び技能」と「思考力、判断力、表現力等」に整理してはどうか

中学校 高等学校
知識及び技能 思考力、判断力、表現力等 知識及び技能 思考力、判断力、表現力等

・複数の手段により効
果的に収集した情報
やデータを統計的に分
析し根拠を判断したう
えで、適切な情報の加
工をもって課題を解決
できる

・情報技術の仕組み
や特性を踏まえ、AI
やアルゴリズム、情報
デザイン、データ分析
、メディアの活用と社
会的視点を統合し、
生活や社会における
課題を多面的に分析
して解決策を構想・
表現することができる

情
報
技
術
の
活
用

情
報
技
術
の
適
切
な
取
扱
い

情
報
技
術
の
特
性
の
理
解

1

2

3

情報の収集

整理・分析

まとめ・表現

基本的な
操作

課題の設定

法や制度

倫理

安全

アルゴリズム・
プログラミング

デザイン

データの扱い

情報及びコンピ
ュータの原理

コミュニケーショ
ンやメディア

AI

社会的役割

・適切な方法で
情報やデータを
収集・整理し傾
向を明らかにした
うえで、目的に応
じて効果的に表
現し、身近な課
題を解決できる

・多様な情報収集の
方法を身に付ける
・情報やデータを整理
し傾向を把握する方
法を身に付ける
・目的に応じた表現技
能を身に付ける
・情報技術の適切な
操作を身に付ける

・自他の権利やルール、
マナー、セキュリティを理解
する
・生活や健康への影響、
安全管理を理解する
・メディアにより情報や印
象が異なること、誤情報・
悪意のある情報もあること
を理解する

・権利と責任、
ルールとマナー、
セキュリティ、情
報技術の活用
による影響等を
踏まえて適切に
行動することが
できる

・生成AIを含む情
報技術の基本的な
仕組みや特性を理
解する
・コンピューターに指
示するために必要
な手順を理解する

・情報技術の特性
を踏まえ、プログラミ
ング的思考に基づき
、身近な課題の解
決策を表現すること
ができる

小学校
思考力、判断力、表現力等

4

第2回情報・技術WG資料



検討の前提
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【検討課題（第１回 生活・総合WG資料より）】【論点整理のポイント】

 「情報の領域（仮称）」の具体的な位置づけや学習の在り方
 初等中等教育を通じて育むべき情報活用能力の体系性や
系統性を踏まえた、小学校段階で育むべき情報活用能力の
在り方

 「情報の領域（仮称）」において、「探究的な学びの特質が
十分に発揮される」ような学習の在り方。 特に、情報の領域
（仮称）と従来の総合における探究との関係性やそれらの具
体的な在り方

 技術の進展に伴い教育内容が妥当性を失うことを防ぐととも
に、教師の過度な負担を避けつつ、現場が手軽に使うことが
できる「情報の領域（仮称）」の教材の提供など、必要な環
境整備の在り方

 教育課程上の位置付けとしては、情報技術の
活用の可能性が最も大きく、体験的な活動が
充実している総合において、情報技術の適切
な取扱いや特性の理解の基礎も含めて、探究
的な学びと一体的・重点的に指導できるよう、
情報活用能力を育む領域を付加すべき

 その際、情報技術の学習自体が総合の目的で
あるとの誤解を受けないよう、「自ら課題を設定
し、解決に取り組むことを通じて自己の生き方を
考えていく」という探究的な学びの特質が十分
に発揮されるよう配慮すべき

【関連する議論（第２回情報・技術WG資料より）】

 情報技術の「①活用」を中核的な構成要素とし、「②適切な取扱い」「③特性の理解」を「①活用」を発揮するための構成要
素とする方向性や、小学校と中学校・高等学校では、専門的に学習する教科等の有無や教員の専門性などの差異があること
を踏まえ、小学校段階では、「①活用」を中心として、体験的な学習活動を重視しつつ、日々の情報社会との関わり合いにお
いて不可欠な「②適切な取扱い」や基礎的な「③特性の理解」の着実な育成を図ることと整理してはどうか

 なお、生成AIについては、児童生徒が普段利用する検索エンジンなどにも組み込まれ、日常的に触れているとの指摘もある。
このような状況を踏まえつつ、生成AIは資質・能力の育成に寄与するか、教育活動の目的達成の観点から効果的であるかを
吟味しつつ利活用を検討すべきであり、特に小学校段階においては、発達段階に応じつつ、まず「②適切な取扱い」、「③特性
の理解」を学んだ上で「①活用」を通した体験的な学びを深める方向性としてはどうか



１．指導要領における情報の領域（仮称）の位置づけ方  

（１）領域としての位置づけと、従来の探究との関係性
 小学校総合に情報の領域（仮称）を付加するにあたっては、現行の総合における探究との関係において、情報の領域（仮称）を一
定の独立性を持ったまとまりとして位置付ける観点から、総合を「探究の領域」「情報の領域」の２つの領域から構成してはどうか。

 その上で、領域相互の関係性としては、論点整理で示された情報活用能力の「各教科も含めた探究的な学びを支え、駆動させる基
盤」としての位置づけや、「情報技術の学習自体が総合の目的であるとの誤解を受けないよう」、情報の領域について「 『自ら課題を設
定し、解決に取り組むことを通じて自己の生き方を考えていく』という探究的な学びの特質が十分に発揮」されるようにするとの考え方を
踏まえ、「情報の領域」が「探究の領域」や各教科等の学びを基盤として支えるものとして位置付けてはどうか。

（２）目標、見方・考え方及び内容の考え方
 上述の、総合の中に情報の領域を付加することとした際の考え方や領域相互の関係性を踏まえ、総合の目標及び見方・考え方につい
ては、「よりよく課題を解決し、自己の生き方を考えていく」という総合の目標、「広範な事象を多様な角度から俯瞰して捉え、実社会や
実生活の文脈や自己の生き方と関連付けて問い続ける」という探究的な見方・考え方（※いずれも現行の記載より抜粋）をベースと
しつつ、２つの領域を束ねる全体の目標及び見方・考え方として位置付けることとしてはどうか。

 その上で、総合全体の目標の具体化等については、情報の領域を付加することとなった経緯や、質の高い探究的な学びの実現に向け
た現状・課題等を十分に踏まえつつ、生活・総合WGを中心に検討することとし、情報WGとも必要な連携を図ることとしてはどうか。

 また、内容については各領域ごとに定めることとし、情報の領域の内容については、
 ①活用、②適切な取扱い、③特性の理解という枠組みと情報活用能力の着実な育成（論点整理）
 中学校以降を見据えた情報活用能力の体系性（第２回情報・技術ＷＧ）
 情報技術の変動性や陳腐化の可能性を踏まえ、資質・能力は詳細な視点によるのではなく、俯瞰的に把握する観点から整理
すべきとの議論（第２回情報・技術ＷＧ）

 探究的な学びの特質の発揮（論点整理）
の観点を踏まえて整理することとしてはどうか

※ なお、探究の領域については、従来より、学習指導要領に規定する目標を踏まえ、各学校において各学校の目標及び内容を定めることとしており、この在り方
については、情報の領域が探究の領域や各教科等の学びを基盤として支えるとの位置づけも十分に踏まえ、生活・総合ＷＧにおいて議論を深める。その際、
情報の領域でプログラミングやAIなどが付加されることで、興味関心等を踏まえた探究テーマの多様化が見込まれることも踏まえ、探究のプロセスの在り方を含
め、別途必要な検討を行ってはどうか。 6

具体的論点（案）
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２. 総合における情報の領域（仮称）の具体的なイメージ

（１）領域の構成
 「情報の領域」の具体的な学びの在り方については、①探究的な学びの特質が十分に発揮されるよう配慮しつつ、探究的な学びと一
体的・重点的に指導する、➁情報活用能力の着実な育成を図る観点から、以下のように検討することとしてはどうか。 【補足イメージ１】

 情報の領域の中に、「ミニ探究ユニット」（一定のまとまりをもち、探究的な学びのプロセスにおいて、情報活用能力の諸要素を
学びつつ、実際の課題解決等に活用する小単元）として位置付けられるものは位置づける。情報の領域に「ミニ探究ユニット」
を位置づけることで、探究のプロセスにおける情報技術の活用の意義や効果を実感することができるのみならず、児童が情報技
術を活用し、自覚的に探究のプロセスを駆動させる経験を基盤として、その後、中学校、高校において育む情報活用能力を活
かしながら探究を深めていくことにつなげる

 「ミニ探究ユニット」として探究のプロセスに位置付けることが難しい学習内容については、独立した「情報ブロック」（情報に関す
る基礎的な内容を学ぶ小さなまとまり）を設けて学ぶ。

 これらを適切に組み合わせて学ぶことで、総合に情報の領域（仮称）を付加することの意義を踏まえつつ、情報活用能力の着
実な育成につなげる。

（２）指導計画上の工夫例  

 上記を踏まえ、以下の観点から、例えば１学期に情報の領域を集中的に配置する等、育成した情報活用能力を探究の基盤として
よりよく活かすための指導計画上の工夫例を示すことについて、どう考えるか。 【補足イメージ２】

① 情報の領域で育む情報活用能力を基盤として、探究の領域を支えることをより明確にできる
② 「ミニ探究ユニット」で探究のプロセスを自覚的に学ぶ経験を基盤として、「探究の領域」をより充実したものにできる。
③ 年度当初の集中的な学習を基盤として、各教科等におけるデジタル学習基盤の効果的な活用につなげることが期待できる

 一方、例えば
 特定の学年の総合において、季節を生かした地域学習を行っている等の実態も考えられること
 情報の領域について、集中的に実施する期間を設けるなどの工夫も考えられること

等も踏まえ、学校現場の実態に応じて柔軟な工夫を可能とすることを前提としつつ、こうした多様な工夫の在り方について、国が参考
例を示すこととしてはどうか。

具体的論点（案）
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（３）具体的な学びのイメージ
 情報の領域（仮称）の具体的な学びの姿については、今後、教材の在り方等の条件整備と両輪で、現場実証を行う等しながら計
画的に検討を進めることを前提としつつ、以下に留意しながら検討してはどうか。 【補足イメージ３】
 「ミニ探究ユニット」については、探究のプロセスにおいて情報活用能力の諸要素に関する学びを位置づけつつ、「デジタル技術の
正と負の側面を踏まえたマイルールを考える」「プログラムを通じてオリジナルロボットを動かす」「生成AIのリスクを踏まえた作品制
作を行う」などの具体的な活動を通じて、情報技術を活用した探究のプロセスを意図的に経験しながら、児童が主体的に取り
組むことのできるような単元設計とする

 「情報ブロック」については、➁適切な取扱い、③特性の理解を中心に、探究のプロセスに位置づけることが難しいものについて、
中学校以降との接続や情報活用能力の着実な育成に留意しながら設計する。ただし、そのような場合にも、探究的な学習の
過程のどこで機能するかを明示する等、文脈を意識して学べるようにする

３．環境整備の在り方 【補足イメージ４】

（１）教材の検討
 情報の領域の指導にあたり、各学校において過度な負担なく授業が実施できるよう、動画教材などの教材については国が前面に立
ち、全国の学校で使うことができるものを以下の点に留意して検討することとしてはどうか。 
 質の高い教材を作成するため、関係機関等とも積極的に連携しながら、例えば早期にプロトタイプを開発する等、学校現場と
往復しながら学校現場が使いやすいものを作成する

 上記（３）「具体的な学びのイメージ」と連動しつつ、技術の進展等に伴う内容の陳腐化を防ぐ観点から、アップデートが必要
な教材については「ミニ探究ユニット」「情報ブロック」単位で必要な見直しを行う

 現場の実態に即した検討を可能にするとともに陳腐化を防ぐため、本WGにおいては教材の在り方を仔細に限定することは行わ
ず、留意点を整理するに留める

（２）研修コンテンツ等の充実
 授業実践動画や指導主事向けの研修資料・動画等、教師の指導力向上・負担軽減に向け、必要な環境整備を行うこととしてはど
うか。

具体的論点（案）



「情報の領域（仮称）」の具体的な学びの在り方については、「ミニ探究ユニット」として探究のプロセスに位置
付けられるものは位置づけつつ、難しいものについては独立した形で柔軟に学ぶことで、
 ① 探究的な学びの特質が十分に発揮されるよう配慮しつつ、探究的な学びと一体的・重点的に指導する
 ➁ 情報活用能力の着実な育成を図る
という、論点整理で示された２つの考え方を両立させることとしてはどうか。

総合的な学習の時間の構成要素について（イメージ）

9

補足イメージ１

総合的な
学習の時間

探究活動
（従来行われてきた総合の学びが情報の領域の付加によ
り、活動内容・活動成果ともに充実）

ミニ探究ユニット
（探究のプロセスにおいて情報活用能力の諸要素を
学びながら活用する小単元）

情報ブロック
（情報技術に関する基礎的な内容を学ぶ小さなまとまり）

探究の領域

情報の領域 基盤として支える



小学校総合 情報の領域 配置イメージ例

1学期 ２学期 ３学期

３
年

４
年

５
年

６
年

情報ブロック ミニ探究ユニット
探究のプロセスにおいて情報活用能力の
諸要素を学びながら活用する小単元

情報に関する基礎的な内容を学ぶ
小さなまとまり

情報の領域

• 総合に情報の領域（仮称）の学習を付加するにあたり、各学校において指導計画を作成する際の参考として、以下の観点か
ら、例えば１学期に情報の領域を集中的に配置する等、探究の基盤として情報の領域をより良く生かすための工夫例を示
すことについて、どう考えるか。
① 情報の領域での学習を基盤として、探究の領域で活用することができる
② ミニ探究ユニットで探究のプロセスを自覚的に経験することで、探究活動をより充実したものにできる
③ 年度当初の集中的な学習を基盤として、各教科等でのデジタル学習基盤の効果的な活用につなげることが期待できる

①情報の領域での学習を基盤として、探究の領域で活用することができる

探究活動

➁ミニ探究ユニットで探究のプロセスを自覚的に経験することで、探究の領域をより充実した
ものにできる

(例)「端末の体
にやさしい使い方
を考えよう」

(例)「自分の情報
を守ろう」

・・・
・・・

・・・
・・・

「ミニ探究ユニット」では、
探究のプロセスの中で情
報活用能力の諸要素を
学ぶとともに、「情報ブロッ
ク」での学びを活用する

従来行われてきた総合の学びが
情報の領域の付加により充実

例えば高学年では、情報活用能力の基
礎が育まれていることを前提に、より柔軟
に情報の学習を設定する等の工夫も考
えられる

補足イメージ２

・・・
・・・

・・・
・・・

③年度当初の集中的な学習を基盤として、各教科等でのデジタル学習基盤の効果的な活用に
   つなげることが期待できる

探究の領域

※季節を生かした地域学習を行っている等の実態も考えられること等も踏まえ、学校現場の実態に応じて柔軟な工夫を可能とすることが前提
10



1学期 ２学期 ３学期

３
年

４
年

５
年

６
年

探究の領域

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

情報の領域

①情報の学習と探究活動で活用し
たいタイミングが合わない場合も考え
られるため、基盤としての機能を十
分に発揮できるよう留意が必要

➁ミニ探究ユニットと探究
活動の役割分担が曖昧に
ならないよう留意が必要

活かす活かす

小学校総合 情報の領域 配置イメージ例
（通年で情報の領域に取り組む場合）

情報ブロック ミニ探究ユニット
情報に関する基礎的な内容を学ぶ
小さなまとまり

探究活動
探究のプロセスにおいて情報活用能力の
諸要素を学びながら活用する小単元

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

従来行われてきた総合の学びが
情報の領域の付加により充実
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単元名 「みんなの『好き』をポスターにまとめよう」（中学年）

概 要 あ

「ミニ探究ユニット」のイメージ①

①課題の設定 ②情報の収集 ③整理・分析 ④まとめ・表現
友達は何が好きなのか
な？
〇自分の好きなものを出し
合いながら、友達の好きなも
のには、食べ物、スポーツ、ア
ニメなどいろんな種類があるこ
とに気付く。クラスの友達の興
味・関心にはどのような傾向
があるのかをランキングで明ら
かにすることを課題として設定
する。

アンケートツールを使っ
て、情報を収集しよう
〇情報収集のためには、アン
ケート調査が有効であることと、
ウェブアンケートを使った情
報収集の方法を学ぶ。
〇各グループで、何を調べた
いのかを話し合い、アンケート
の質問項目を考える。グルー
プでウェブアンケートを作成し、
友達の好きなものについて情
報を収集する。

表計算アプリでアンケー
ト結果を集計して、グラ
フ化しよう
〇集めた情報を整理・分析
する方法としてグラフ化するこ
との意義を理解する。アン
ケート結果を表計算アプリで
集計し、グラフ化する方法を
学ぶ。
〇アンケート結果をグラフ化
し、インターネットなどで調べ
た情報と比較する。グループ
でグラフから読み取れることを
できるだけ多く挙げ、整理・
分析する。

ランキングをポスターにまとめて
交流しよう
〇グラフや文字を用いて分析結果をポ
スターにまとめる方法を学ぶ。クラウド
でスライドを共有し、グラフや分析した
ことを共同編集しながらまとめる。
〇作成したポスターをオンライン授業
ツールで相互に共有する方法を学ぶ。
ほかのグループのポスターを参照しな
がら、自分たちのポスターを完成させる。
〇共有しているポスターを相互に参照
し、コメントを付け合うなどして交流す
る。クラスの友達の興味・関心にはどの
ような傾向があるかスライドにまとめ、
活動全体を振り返る。

学習活動のイメージ

①情報技術の

活用

※以下、議論を深める上で参考とするイメージであり、実際には現場での実証も含め継続的に検討

補足イメージ３

友達の好きなものなどについてアンケート調査を行い、結果をグラフ化して
分析し、ポスターにまとめて相互交流することで、クラスの興味・関心の傾
向等を明らかにする。
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単元名 「デジタル技術の正と負の側面を踏まえた
マイルールをつくろう」（中学年）

①課題の設定 ②情報の収集 ③整理・分析 ④まとめ・表現
どんな時にタブレットやパソコン、
スマホを使っているのかな？
〇パソコンやタブレット、スマホをいつ、
何に使っているかを出し合い、「勉強」
「遊び」「連絡」などに分類する。デジ
タル端末がなかったらどうしているか
を考えることで、デジタル端末との結
びつきや適切に付き合うことの価値
を確認する。
○自分の１日を振り返り、いつ、どん
なときにデジタル端末を使っているか、
スライドに時間軸で可視化する。クラ
ウドで全員の情報を共有して、使用
時間や時間帯、目的などの傾向から
問題状況を見出し、マイルールをつく
ることを課題として設定する。

デジタル生活の実態や
困りごとを調べてみよう
〇マイルール作成に向けて
情報を収集するために、デ
ジタルの便利なところ、困っ
たところを出し合うとともに、
複数のウェブページを閲
覧・比較しながら情報を収
集する。
〇クラス内のデジタル技術
の利活用の状況を把握す
るため、グループでウェブア
ンケート調査を行い、グラフ
化する等して傾向を明らか
にする。

自分にあったマイルールを
考えよう
〇収集した情報を確認しながら、
「こうしたら気持ちよく使える」「こ
うすると困りごとが起きやすい」な
どをグループで話し合いながらク
ラウドで類型化や序列化をして
整理・分析する。
〇端末や情報との距離の取り
方や向き合い方など、自分に
合ったマイルールを理由ととも
に３〜５個書き出す。クラスで
共有し、「いいね！」「知らなかっ
た！」「まねしたい！」など感想
を出し合う。

マイルールを宣言しよう
〇友達のマイルールと見比べ
て、いいなと思ったことを取り
入れ、自分のマイルールを改
善する。タイトルやイラストを
加えて、自分らしいマイルー
ルを完成させる。
○完成したマイルールをオン
ラインで共有し、発表する。
お互いのよいところをコメントし
合い、振り返る。
○マイルールを家族に宣言し
実行する。しばらくしてから、マ
イルールを実践できているか、
自分の行動を振り返る。

学習活動のイメージ

「ミニ探究ユニット」のイメージ➁
①情報技術の

活用
➁情報技術の
適切な取扱

自分の生活の中で、デジタル端末をどのように使っているかを振り返り、デジタル技術の良
い面と悪い面をウェブで情報収集したり、アンケートを行ったりする等して、自分たちが学
校生活や日常生活で気をつけるべき点をまとめたスライドを作成・交流する。

概 要 あ
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自分でデザインしたロボットをプログラミングし、教室や家の掃除を模した動きを作成する。
描画ソフトでキャラクターを作成、移動・回転・繰り返しなどの基本的なプログラムを学び
ながら動作の改良を行い、作品を発表・体験し合う。

①課題の設定 ②情報の収集 ③整理・分析 ④まとめ・表現
おそうじロボットは
どんな仕組みで
動いているのか
な？
〇教室や家の掃除
の様子、ロボットの
動画を見て、どんな
動きや機能があるか
を話し合う。プログラ
ミングの基本操作を
体験し、コンピュータ
はプログラム通りに
動くことに気付く。
〇自分だけのおそうじ
ロボットを描画ソフト
で描き、プログラミング
で動かすことを課題と
して設定する。

おそうじロボットの動きや仕組
みを調べて、プログラミングで
試してみよう
〇おそうじロボットの動きやセンサー
の役割をウェブで調べる。ロボットが
掃除をしている様子を観察する等し
て、動きの順番や進む向き、壁やもの
にぶつかった時のよけ方等を記録する。
〇観察内容をもとに、「前に進む」「も
し○○なら方向転換する」などの手
順や条件を設定し、実際にプログラ
ミングでロボットの動きを再現しなが
ら、必要な情報を収集する。

〇「ゴミに触れたら消す」などの条件、
繰り返しを設定し、ロボットの動きを
再現する。

自分のキャラクターを設計し、
おそうじロボットを完成させよ
う
〇ペアでおそうじロボットの動作を実
演しながら、動きの手順を分析して
フローチャートにまとめ、おそうじロ
ボットの基本動作を完成させる。
〇描画ソフトでオリジナルのおそうじ
ロボットとごみをデザインする。
〇繰り返すなどの動きを取り入れな
がらプログラムを改良し、おそうじロ
ボットの動作の質を高める。
〇同じロボットがダンスのような動き
をする、迷路を抜ける、といったプロ
グラムにも挑戦し、オリジナルのデジ
タルロボットを作成する。

完成したおそうじロボットを
発表・体験しよう
〇次の時間に友達が体験できる
よう、各自が作成したおそうじロ
ボットを紹介するスライドを作成
する。作品の特徴だけでなく、操
作方法や、工夫したところ、うまく
いかなかったところもまとめる。
〇作成したロボットを発表・体験し
合い、友達と感想やコメントを伝
え合う。
〇クラスのさまざまなロボットの動
作を確認し、よい点や改良点を
共有して、活動全体を振り返る。
自分の生活を豊かにするための
ロボットを想像し、作ってみたいプ
ログラムを考える。

学習活動のイメージ

③情報技術の
特性の理解

「ミニ探究ユニット」のイメージ③
①情報技術の

活用単元名 「プログラムでオリジナルロボットを作ろう」（高学年）

概 要 あ
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①課題の設定 ②情報の収集 ③整理・分析 ④まとめ・表現
生成AIを使うと、作品
づくりはどう変わる？
〇生成AIの作品と人が制作
した作品を比較したりしなが
ら、生成AIの特徴を見出す。
生成AIとの対話を教師が
提示しながら、AIでできるこ
と、できないことを考え、AI
への関心を高める。
〇生成AIがどのように作品
を作っているかを学び、「生
成AIを使って作品を制作す
るときに気をつけることは何
か」を課題として設定する。

生成AIの仕組みとリスク
を知ろう
〇生成AIの学習に用いられて
いるクリエイターや権利者の意
見や懸念について情報収集す
る。
〇様々な創作活動で、生成
AIがどのように動き、使われて
いるのか、情報収集する。
〇創作活動の種類によって、生
成AIがどのように動き、使われ
ているのかを分担して調査し、
AI活用のょさや可能性に関す
る情報を集める。

生成AIを生かした作品
づくりと気を付けたいこと
〇収集した情報をもとにし、作
品制作にあたって生成AIを使
うと効果的な場面（発想が
拡散する等）と注意が必要
な場面（著作権、バイアス、
情報の不正確さ等）を整理
する。

〇整理した情報を参考にしな
がら、生成AIを活用した創造
的な活動を考え、どのような
作品を作りたいか友達と交流
しながら構想する。

生成AIを活用して作品を
つくり、その過程をまとめよ
う
〇生成AIでの制作方法を学び、
生成AIを活用して絵や音楽、
物語や動画などを制作する。
〇発表会を行い、自分の作品と
創作過程を共有し、生成AIを
使う際のリスクや工夫について
議論する。
〇生成AIの可能性と活用する
ときに気をつけたいことをスライド
にまとめ、学習活動を振り返る。

学習活動のイメージ

①情報技術の

活用
➁情報技術の
適切な取扱

③情報技術の
特性の理解

「ミニ探究ユニット」のイメージ④

単元名 「生成AIのリスクや限界を理解し、
今後の創作活動のあり方について考えよう」（高学年）

概 要 あAIが絵や音楽、文章を生成する時代に、創作に関わる人の思いや権利を尊重す
ることの必要性や、生成AIの仕組みと特性、可能性を学ぶ。生成AIがすでにある
作品やデータの特徴を学習して生成することを踏まえ、自分も生成AIを活用して
作品を制作することを通して、生成AIの適切な使い方を考える。
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「情報ブロック」のイメージ①

授業名 
「体にやさしい端末の使い方を考えよう」
（中学年）

授業の概要
・１日の端末の利用計画を考えることを通して、
情報技術と健康との関係を理解する

 デジタルワークシートに記入などして生活の
中で端末を使う時間帯をふりかえる。

 クラスの中で共有して、共通点や違いに気
付く

 長時間利用による健康への影響を学ぶ
 自分に合った「つかい方のきまり」を考えて、
「私の1日デジタルワークシート」を完成させ
る。そのワークシートをデスクトップ画像に加
工する。

 健康と端末利用の関係を理解してまとめる。

学習活動のイメージ

授業名 
「わたしのアカウントを守ろう」
（中学年）

授業の概要
・端末やアカウントの安全を守るルールを考えるこ
とを通して、情報セキュリティを知る。

 教師が、知らない人が自分の名前でデジタル
掲示板に書き込むなどの事例を紹介し、情
報を守る大切さに関心を持つ。

 アカウントについて学ぶ。
 「教室の机に学習端末を置いたままにする」
「パスワードを付箋で端末に貼ってある」といっ
た場面を提示し、どんな危険があるかグルー
プで話し合う。

 グループで、学習端末やアカウントを安全に
使うための「みんなの約束」を考え発表し合う。

学習活動のイメージ
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➁情報技術の
適切な取扱

➁情報技術の
適切な取扱

※以下、議論を深める上で参考とするイメージであり、実際には現場での実証も含め継続的に検討



「情報ブロック」のイメージ②

授業名 
「プログラミングを体験しよう」
（中学年）

授業の概要
・自分の好きな絵を表示し、動かしたり、大きくす
るプログラムを作成することを通じて、プログラミング
を体験する

 動画の中にはコンピュータで動きを決めてい
るものがあることに気付く。

 自分の好きな絵を表示し、動かしたり、大
きくなったり、突然現れたりするプログラムを
作る。

 絵の動く方向や速度などを変えることを試す。
 思い通りの動きにならない場合は原因を話
し合いながら修正する。

 作った作品を友だち同士で見せ合う

学習活動のイメージ
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③情報技術の
特性の理解

授業名 
「情報見分けの名人になろう」
（高学年）

授業の概要
・フェイクニュースや受け取り方を間違いやすい情
報などについて話し合い、情報技術を通じて受け
とる大量の情報との接し方を考える

 教師が「フェイクニュース」や「受け取り方を間
違いやすいネット情報」を紹介し、大量の情
報の中には誤情報などがあると気付く。

 日常生活で触れる様々な情報について、真
偽やなぜそう判断したのかを話し合う。

 結果を発表しあい、情報の真偽を見分ける
ポイントや真偽に分けられない曖昧な情報が
あること、一度立ち止まって情報を吟味して
みること、安易に広めることの影響等を考える。

 今日の学びをふりかえり、「これから情報を見
るときに気をつけたいこと」をまとめる。

学習活動のイメージ

➁情報技術の
適切な取扱



「情報ブロック」のイメージ③
授業名 
「ファイル検索の名人になろう！」
（高学年）

授業の概要 授業の概要
・様々な形式のファイルを条件に合わせて効率よく
探し出す体験を踏まえ、ファイルの整理方法を考
える

 画像ファイルや文書ファイル、音楽ファイル、
動画ファイルなどがおさめられたフォルダを開
いて、ファイルにはさまざまな種類があること
や、ファイルの種類によって違うアプリケーショ
ンを開くことができることに気づく。

 様々なファイルの中から、ファイルの種類や、
名称、日付などを条件にあわせて並び変え
たり、効率よくファイルを探しだす方法を知り
体験する。

 体験をもとに、ファイル検索マニュアルを考え、
作成する。

学習活動のイメージ

授業名 
「SNS等のサービスが私たちの
考え方に与える影響」（高学年）

授業の概要
・SNS等のWebサービスに表示される情報はプログラム
で自動的に情報が選択され表示される仕組みであるこ
とを知り、情報技術を通して得る情報との接し方を考え
る

 動画投稿サイトなどのSNSサービスにおいて、
教師と児童で同じキーワード（「宇宙」、「お祭
り」など）で検索し、検索結果の順番などを比
較して、人によって順番が違うこと、自分がよく
見る情報が出ている事などに気付く。

 プログラムによって、使っている人ごとにおすすめ
の情報を出す仕組みが、結果として情報の偏
りを生むことがあることを知る。

 エコーチェンバー、フィルターバブルについて知り、
自分が見たい情報ばかりを集めがちになること
等について考える。

 情報技術を通して得る情報との接し方を考え
てまとめ、クラスで共有する。

学習活動のイメージ
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③情報技術の
特性の理解

➁情報技術の
適切な取扱

①情報技術の

活用



教員の指導力向上・負担軽減に資する研修動画・研修コンテンツの充実Ⅰ

❶ 現状・課題 ※中学校の現状を例示

政府の
KPI

中学校のレベル5以下
の割合をR8年までに
20％以下に

現状
57.1％

1.3

3.9
9.2

17.8

24.9

21.9

13.1

5.9
1.9レベル9

レベル8

レベル7

レベル6

レベル5

レベル4

レベル3

レベル2

レベル1

複数条件のもと、複数の検
索・選択をして、主張の根
拠を見つけることができる

目的に応じて、情報を図・
表・グラフに示すことができる

複数条件で情報を選び、
特徴で分類できる

簡単なグラフ・表から読み
取り、比較できる

各レベルの生徒の割合

生徒の情報活用能力は
いまだ十分な水準ではない

(令和3年度情報活用能力調査)

情報活用能力の
向上を支える

教員の指導力の
向上が不可欠

プログラミング教育に関する指導に
ついて「課題がある」「やや課題がある」
と回答した都道府県教育委員会の割合

指摘された課題例

•生徒が問題を見出して、課題を設定し
プログラミングで解決する学習が十分に
行われていない

•文書作成や表計算などのソフトウェア
操作の指導が中心になっている 等

課題が生じる理由に関する回答例
•研修の機会が十分ではない
•教材が十分にそろっていない
                              等

❷ 改革のための主な施策

64%

体系性・系統性を意識した研修動画の作成 小学校 中学校 高校

•現行学習指導要領下における情報活用能力の育成に関して、
体系性・系統性が意識された、授業実践動画（教員が指導
方法を研修できるとともに、授業や子供の自習等においても活
用できる）を作成する 【R8要求】

•指導のポイント等をまとめた教員向け研修動画や、文部科学省
作成の各種研修動画に対する指導主事向けの研修コンテンツ
を作成する 【R8要求】

•次期学習指導要領に対応した研修動画集の作成を検討する

教員等の指導力向上に資する研修コンテンツの作成

•教員や指導主事の指導力向上を図るため、文部科学省が
主催する対面を含む研修の充実、研修のオンデマンド動画の
配信、教員や指導主事が活用できる研修用資料・研修用コ
ンテンツの作成を行う 【R8要求】

効果的なコンテンツの実証研究

•質が担保されたコンテンツを作成するノウハウの収集を目的と
して、文部科学省で作成する各種動画・研修コンテンツにつ
いて、その効果の検証を行うことを検討する

中学技術・高校情報教員同士の連携強化 中学校 高校

•中学技術・高校情報の教員の“横のつながり”を醸成し、教員同
士による指導力向上等の研鑽機会を設けるとともに、密な情報共
有を可能とするためのプラットフォームの構築を検討する

次期学習指導要領に即した環境整備

•次期学習指導要領を踏まえたICT環境・教材の整備の在り方に
ついて、情報活用能力の向上に資する内容となるよう検討する

レベル
9

レベル
5

レベル
3

レベル
1

例

例

例

例

中学校技術・家庭科（技術分野）の指導体制及びプログラミング教育の現状及び課題に関する実態調査（令和5年2月）の結果を基に作成（非公表）

小学校 中学校 高校

小学校 中学校 高校

小学校 中学校 高校

補足イメージ4

19

情報活用能力の抜本的向上を支える指導体制改善プラン
（令和７年９月25日 文部科学省）【抜粋】



❸ ロードマップ
令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和10年度 令和11年度 令和12年度 令和13年度 令和14年度

2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032

中学技術
指導体制改善計画

61/61
自治体が策定 R6～

（コンテンツ充実達成率）

100
%

50
%

0%
現行CSに対応した中学校・高校のコンテンツ 次期CSに対応した小学校のコンテンツ 次期CSに対応した中学校のコンテンツ 次期CSに対応した高校のコンテンツ

研修動画
作成

R8予算要求(現行CS下での体系的・系統的な研修動画の作成)

文科省作成既存教材の更なる充実、質の高い動画教材を作成する関係機関（NHK等）との積極的な連携

次期CSに即した体系的・系統的な研修動画集をR10
までに蓄積したノウハウを基に作成することを検討

研修
コンテンツ作成

R8予算要求(現行CS下で活用できる研修コンテンツの充実)

関連学会等など情報教育に関する知見を有し、独自の研修用コンテンツを作成する関係機関との積極的な連携

次期CSに即した充実した研修コンテンツ集の作成を検討

コンテンツ実証研究 作成した動画・コンテンツの
効果検証を検討

検証により蓄積したノウハウを次期CSに即した動画・
コンテンツ作成に活用、更なる効果検証を検討

中学技術・高校情報の教員プラットフォーム構築の検討

環境整備 次期CSを踏まえた今後のICT環境・教材の整備の在り方について検討、
検討を踏まえたICT環境・教材整備の着実な実施

教員の指導力向上・負担軽減に資する研修動画・研修コンテンツの充実Ⅰ

次期CS移行期間

次期CSに対応した
コンテンツ集が
整備完了

小・全面実施 中・全面実施 高・年次進行で実施

※次期学習指導要領の施行時期については未定であり
前回改訂のスケジュールを踏まえて仮定した場合

教員連携
強化

※CS…Curriculum Standard(学習指導要領)の略称。以下、本資料において同じ
20



効果的・効率的な指導体制の確立Ⅱ

❶ 現状・課題
中学校技術・家庭科に関する全国アンケート調査

遠隔教育特例制度により、
遠隔地からオンラインで情報
の技術の指導をしてもらった
ことがあるか

問 兼務発令により複数校
指導を担当したことはあ
るか

問

82.5%

4.8%

ない

ある

76.0%

8.7%

ない

ある

高校情報における外部人材活用に当たって自治体が
希望する支援 ※35都道府県

85.7％

82.9％

財政上の支援
(30自治体)

(29自治体)
人材の発掘・
確保支援

高校情報には外部人材活用や複数校指導に
関する手引きが存在

中学技術に対応する手引きは存在しない

❷ 改革のための主な施策
情報活用能力の抜本的向上に向けた

学習者用教材開発・実践事例創出 小学校 中学校

•情報活用能力の抜本的向上に向けた学習者用教材等を開発するととも
に、教材等の実践・検証や、取組事例の創出を実施する 【R8要求】

中学技術科における外部人材活用に係る調査研究 中学校

•教育委員会が、中学技術科における外部人材を活用した指導を
円滑に活用・運用するため、事例の収集や手引きの作成等を実
施する 【R8要求】

中学技術科の複数校指導・遠隔授業に係る調査研究 中学校

•教育委員会が、中学技術科における複数校指導や遠隔授業を円
滑に活用・運用するため、事例の収集や手引きの作成等を検討する

学校種間の連携の促進 中学校 高校

•学校段階の壁を越えて情報教育を担当する教員を派遣する等、教
育委員会主導の下で取り組まれている好事例の展開等を検討する

学校における支援スタッフの配置支援

•免許法認定講習や研修を受講しつつ、教材研究等にも注力でき
るようにすることを含め、学校教育活動の充実に資するための支援
スタッフの配置を充実する 【R8要求】

民間企業等の外部人材派遣促進策の検討

•小学校・中学校・高等学校等に対して、産業界等から講師等と
して人材を派遣するための促進策を検討する

地元企業人材の活用促進に向けた税制改正

•地元企業の地域学校協働活動への参画促進に向けた法人税の
税額控除を創設するための税制改正要望の中で、中学技術科・
高校情報科における指導者・指導補助者派遣を可能とするよう検
討する 【R8要望】

小学校

中学校 高校小学校

中学校 高校小学校

中学校 高校小学校

第63回全日本中学校技術・家庭科研究大会山形大会
全日本中学校技術・家庭科研究会研究調査部 令和6年11月14日 資料より
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❸ ロードマップ

教材開発
実践研究

R8予算要求
(教材開発・実践・事例創出)

外部人材
活用

R8予算要求
(調査研究・手引き作成)

複数校指導・
遠隔授業 複数校指導・遠隔授業に関する調査研究・手引き作成の検討

学校種間の
連携促進

中学校技術や高校情報をはじめとして、学校段階の壁を越えて教員派遣等を実施している好事例の発掘・展開の検討、
その他更なる施策推進の検討

支援スタッフの
充実

R8予算要求
(支援スタッフ配置充実)

人材派遣
促進策検討

関係部署との
調整・検討

税制改正
要望

関係課と調整の上、
要望

教材の周知・普及 更なる情報活用能力育成の実践に
係る検討

外部人材活用の手引きについて普及啓発 更なる外部人材活用策の検討

更なる複数校指導・遠隔授業
推進策の検討

支援スタッフの充実と一層の連携・協働

調整・検討の結果対応可能な施策の実施、更なる支援策の検討

要望の結果を踏まえた支援策の検討

各自治体の実情に
応じた多様な
指導体制が確立

効果的・効率的な指導体制の確立Ⅱ

令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和10年度 令和11年度 令和12年度 令和13年度 令和14年度

2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032

開発した教材や
その実践等を現場に提供

中学技術
指導体制改善計画

61/61
自治体が策定 R6～

次期CS移行期間 小・全面実施 中・全面実施 高・年次進行で実施

※次期学習指導要領の施行時期については未定であり
前回改訂のスケジュールを踏まえて仮定した場合
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２．小学校低学年における
情報活用能力の育成について



幼児教育 小学校
低学年 中学年 高学年

中学校 高等学校

遊びを通
した学び

生活科
※具体的な活動
や体験を通じた

学び

探究

総合的な
学習の時間

総合的な
探究の時間

情報科

 主体的に学び、自らの人生を舵取りする力の育成や、多様で豊かな可能性を開花させる教育の実現を図るためには、一人
ひとりが初発の思考や行動を起こしたり、好奇心を深掘りする中で、学びを主体的に調整し、自身の豊かな人生やより良い社
会につなげていく「質の高い探究的な学び」の実現が不可欠

 この実現に向け、情報活用能力を各教科等のみならず、探究的な学びを支え、駆動させる基盤と位置付け、探究・情報の
双方の観点から大幅な改善を図る (1) (4)とともに、教育の質向上と教師の負担軽減を両立させる方策(2)(3)(5)を検討すべき

（1）総合的な学習の時間に情報
活用能力を育む領域を付加すべき。
その際、自己の生き方を考えていく
ための資質・能力を育成するという、
探究の特質が十分に発揮されるよう
留意すべき

（4）探究の質の向上を図る上で基盤となる情報活用能力の抜本的向上に向けて、
技術分野の内容の大幅な充実を図るべき

（2）探究の質の向上及び学校の負担軽減を
図るため、実践の蓄積を可視化する形で、裁
量性を維持しつつ、教員や児童・生徒が参照
できる参考資料を作成すべき

（3）中学校及び高等学校での実践の蓄積や、新たな枠組みの全体像を踏まえ、
「目標」等の示し方を検討すべき。その際、小中学校での名称についても検討すべき

（5）情報技術は変化が極めて激しいことを踏まえ、教師の負担を軽
減する動画教材等を国が提供・更新すべき

総合的な
学習の時間

＋情報の領域
（仮称）

情報・技術科
（仮称）

※自己の在り方生き方と一体
不可分な課題に取り組む

※課題解決を通じて
生き方を考える

活用

自発的な活動としての

※小中の系統性を踏まえて情報科
の内容を充実する方向で検討

活用 活用

各 教 科 等
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※育んだ情報活用能力を各教科での探究的な学びを支え、駆動させる基盤としても活用

質の高い探究的な学びの実現に向けた新たな枠組み（ ②全体イメージ）

活用 活用

活用

論点整理抜粋



探究的な学びの基盤となる情報活用能力の整理

情報技術の

活用
情報技術の
適切な
取扱い

情報技術の
特性の
理解

中学校 高等学校
1

2

3

 情報技術を自由自在に活用し、自らの人生や社会のために課題解決や探究ができる力がこ
れからの時代を生きる上で不可欠であることから、「①活用」を情報活用能力の中核的な構成
要素と整理

 「①活用」する力を発揮するためには、併せて認知や行動に与えるリスクに対応する「②適切な
取扱い」が必要となること、仕組みや背景を含めた情報技術の「③特性の理解」によって、より
効果的な活用や適切な取扱いが可能になることを踏まえ、②③を①を発揮するための構成要
素と整理

 高校段階では、高等教育段階での数理・データサイエンス・AI教育の動向とも連動し、文理を
問わず生成AI時代に不可欠な基礎的な素養である「特性の理解」を身に付けられるよう、内
容を充実

2. 上記整理に基づき、おおむね以下のようなイメージで発達段階に即した学習活動を検討すべき
✓小学校段階………体験的な活動を重視し、「①活用」を中核としながら、「②適切な取扱い」、「③特性の理解」と相まって培う
✓中学校段階以降…各要素の内容を深めつつ、より抽象的・科学的な理解を必要とする「③特性の理解」を一層重視

（情報・技術科（仮称）） （情報科）

①活用

②適切な
取扱い

③特性の
理解

 写真・動画
を撮影する

 インターネット等で情報収集する
 表やグラフを作成し整理・分析する
 スライドを見やすく工夫して表現する

 ルールを
守って大
切に使う

低学年 中・高学年
小学校

 アンケート結果やセンサで得たデータを集計・
分析する

 メディアごとの特性や、どのような情報が伝わり
やすいのかを考えながらレイアウトなどを決める

 情報処理の仕組みやコンピュータの構成、
生成AI等の基本的な仕組み等を理解する

 身近な課題を解決するプログラムを制作する

 情報がどのように加工され伝わり影響を与えるのか、
メディアを比較しながら理解する

 多様なセキュリティ対策・対応を学ぶ
 自他の権利や法を理解し、適切に情報を扱う

情報技術の基本的な操作及び情報技術を活用し
情報の収集、整理・比較、発信・伝達等する活動

 メディアによって、得られる情報や印象
が異なることを知る

 インターネットの危険性や、情報セキュ
リティの基本を知る

 長時間利用の影響を知る
 クラウドを用いて共同編集する
仕組みを知る

 プログラミングを体験したり、
生成AIの出力から特性を知る

１．情報活用能力を構成する各要素の関係を以下のとおり整理すべき

（活用を通
して体験

   的に学ぶ）

小・中学校で
整理した系統
性を踏まえ、情
報科の内容を
更に充実する
方向で検討

※上記の学習活動の例は網羅的に示したものではなく、今後更に専門的な整理・検討が必要。特にタイピングは国語科との役割分担を検討する必要

（情報の領域（仮称））
（総合的な学習の時間に付加）

論点整理抜粋
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情報活用能力として育成すべき資質・能力を体系的に整理するイメージ

・組み合わせによる効果的
な情報収集の方法を身に
付ける
・情報やデータを構造化し
科学的に分析し論理的に
考察する方法を身に付ける
・情報技術を統合した効果
的な表現技能を身に付ける

・効率的な情報収集の方
法を身に付ける
・情報やデータの統計的な
分析の方法を身に付ける
・複数の情報技術を組み
合わせた表現技能を身に
付ける

・権利に係る基本的な法・
制度や責任を理解する
・倫理的配慮や情報セキュ
リティの基本を理解する
・心身を含むリスク評価と適
切な対処を理解する

・法や倫理等を多面
的に考え、情報セキュ
リティを踏まえつつ、情
報技術のリスクを評価
して適切に行動するこ
とができる

・情報技術の仕組みを理解
する
・AIの仕組みと社会での活
用を理解する
・アルゴリズムの理解と構造
的な表現方法を身に付ける
・ユーザ視点の情報デザイン
を理解する
・データの効率的な管理・
活用の仕方を身に付ける
・メディア特性が受信・発信
に与える影響を理解する
・技術による社会のシステム
化を理解する

・情報技術の特性や信
頼の多面性を踏まえ、情
報やデータを統計的・多
角的に分析し根拠を判
断したうえで、解決策を
論理的に構成・適切に表
現し、効果的な議論を経
て課題を解決できる

・法・制度の意義や責任を
理解する
・倫理的な配慮を踏まえた
適切な活用に関し理解する
・情報セキュリティを踏まえた
リスクと利便性の評価・管理
を理解する

・法・制度の意義や倫理
的課題を考察し責任を
もつことや、情報セキュリ
ティを踏まえつつ、情報技
術のリスク、利便性、信
頼性等を評価して適切
に行動することができる

・情報技術の原理を科学的に理
解する
・AIの特性と課題を踏まえた活
用の方法を身に付ける
・アルゴリズムやシステム構築の設
計と評価の方法を身に付ける
・ユーザ中心の情報設計・評価
の方法を身に付ける
・データの科学的分析・解釈や、
モデル化、シミュレーションを理解
する
・メディア・ツールの統合・活用の
方法を身に付ける
・技術発展の影響を多面的に理
解する

・先端技術を含む情
報技術の原理や特
性を踏まえ、AIやア
ルゴリズム、情報デザ
イン、データ分析、モ
デリング、シミュレーシ
ョン、メディア・ツール
の活用と社会的視
点を統合し、生活や
社会における専門的
な課題を分析し的
確に捉えて、解決策
を創造的に構想・表
現することができる

知識及び技能

 情報活用能力の学習の基盤としての位置付け、情報活用能力の範囲、情報技術の変動性に留意しつつ、情報活用能
力の構成要素別に（情報技術の①活用、②適切な取扱い、③特性の理解）、各学校段階で育成すべき主な資質・能
力の例を以下のとおり「知識及び技能」と「思考力、判断力、表現力等」に整理してはどうか

中学校 高等学校
知識及び技能 思考力、判断力、表現力等 知識及び技能 思考力、判断力、表現力等

・複数の手段により効
果的に収集した情報
やデータを統計的に分
析し根拠を判断したう
えで、適切な情報の加
工をもって課題を解決
できる

・情報技術の仕組み
や特性を踏まえ、AI
やアルゴリズム、情報
デザイン、データ分析
、メディアの活用と社
会的視点を統合し、
生活や社会における
課題を多面的に分析
して解決策を構想・
表現することができる

情
報
技
術
の
活
用

情
報
技
術
の
適
切
な
取
扱
い

情
報
技
術
の
特
性
の
理
解

1

2

3

情報の収集

整理・分析

まとめ・表現

基本的な
操作

課題の設定

法や制度

倫理

安全

アルゴリズム・
プログラミング

デザイン

データの扱い

情報及びコンピ
ュータの原理

コミュニケーショ
ンやメディア

AI

社会的役割

・適切な方法で
情報やデータを
収集・整理し傾
向を明らかにした
うえで、目的に応
じて効果的に表
現し、身近な課
題を解決できる

・多様な情報収集の
方法を身に付ける
・情報やデータを整理
し傾向を把握する方
法を身に付ける
・目的に応じた表現技
能を身に付ける
・情報技術の適切な
操作を身に付ける

・自他の権利やルール、
マナー、セキュリティを理解
する
・生活や健康への影響、
安全管理を理解する
・メディアにより情報や印
象が異なること、誤情報・
悪意のある情報もあること
を理解する

・権利と責任、
ルールとマナー、
セキュリティ、情
報技術の活用
による影響等を
踏まえて適切に
行動することが
できる

・生成AIを含む情
報技術の基本的な
仕組みや特性を理
解する
・コンピューターに指
示するために必要
な手順を理解する

・情報技術の特性
を踏まえ、プログラミ
ング的思考に基づき
、身近な課題の解
決策を表現すること
ができる

小学校
思考力、判断力、表現力等
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現状・課題と検討の方向性

小学校低学年における情報活用能力育成の現状・課題

現行の小学校学習指導要領の総則においては、情報
活用能力の育成を図るため、「児童がコンピュータで文字
を入力するなどの学習の基盤として必要となる情報手段
の基本的な操作を習得するための学習活動」を各教科
等の特質に応じて、計画的に実施するよう規定されてい
る

例えば文字入力については、小学校の総合的な学習の
時間で基本的な操作の習得について規定されているほ
か、小学校３年生国語のローマ字の指導と関連が図ら
れるよう配慮することが規定され指導なされている。しか
し、小学校１・２年生でも文字入力を指導している学
校もあり、取組に差がある

一方で、前述のような一部学習活動を除き、低学年を
含む小学校段階において、教科等に情報活用能力の育
成に係る明確な位置づけがなく、授業時数や指導内容
の具体が示されていないため、全体として地域や学校によ
る差が大きい

検討の前提・方向性

第二回情報・技術WGにおいて示された「情報活用能力として育成すべ
き資質・能力を体系的に整理するイメージ」や小学校低学年の方向性
を基に情報活用能力育成のあり方を検討する必要

 この際、今回「情報の領域（仮称）」を付加することとなった総合的な
学習の時間は第３学年から履修されることを踏まえ、低学年（第１学
年、第２学年）で育成すべき情報活用能力がどの教科等と関連付け
られるのかという観点に留意する必要がある

【検討事項・論点（第１回 情報・技術WG資料）】
（２）小学校段階の情報活用能力育成の改善及び教育内容の充
実のあり方

 また、「情報の領域（仮称）」につながる、低学年における情報活
用能力の向上あり方についても検討してはどうか

【論点・検討の方向性（第２回 情報・技術WG資料） 】
小中高校段階を通じた情報活用能力の体系的・抜本的な教育内容
の充実のあり方
 特に小学校低学年に関しては、発達の段階を踏まえ、「③特性の
理解」は、「①活用」を通して体験的に初歩的なものを学ぶこととす
るとともに、「②適切な取扱い」についても同様に「①活用」を通して
体験的に学ぶ中で一体的に扱う方向性としてはどうか



具体的な論点・検討の方向性

（２）「基本的な操作」の構造化 【補足イメージ】

 「基本的な操作」については、各教科等におけるデジタル学習基盤の活用の基礎として、情報活用能力も身につくことが期待される、
国語科での学習を中心に関連づく「コンピュータで文字を書くこと」と、各教科等におけるデジタル学習基盤の活用の端緒となる「機器・
アプリケーションの基本操作」の２つに整理してはどうか

 「コンピュータで文字を書くこと」については、発達段階を踏まえ、１年生から各教科等の目標に応じて、児童の実態に即した簡易な入
力方法（手書き入力、キーボード入力、タッチパネル入力等）に慣れ親しむこととしてはどうか

小学校低学年における情報活用能力育成のあり方
（１）育成のあり方の整理
小学校低学年に関しては、特にデジタルに体験的に慣れ親しむことを重視する必要があることから、小学校段階で中核的に扱うことと
なる情報技術の「①活用」のうち、デジタル学習基盤の効果的な活用の前提となる「基本的な操作」を中心に、発達段階を踏まえた
学習活動を実施することとしてはどうか

 「②適切な取扱い」「③特性の理解」については、第２回情報・技術WGの検討の方向性を前提に、各教科等において「基本的な操
作」を体験的に学ぶ中で、発達の段階を踏まえつつ一体的に学ぶこととしてはどうか
【第２回情報・技術WG 具体的な論点・検討の方向性】

• 情報技術の「①活用」を中核的な構成要素とし、「②適切な取扱い」「③特性の理解」を「①活用」を発揮するための構成要素とする方向性や、小
学校と中学校・高等学校では、専門的に学習する教科等の有無や教員の専門性などの差異があることを踏まえ、（略）小学校段階では、「①活
用」を中心として、体験的な学習活動を重視しつつ、日々の情報社会との関わり合いにおいて不可欠な「②適切な取扱い」や基礎的な「③特性の
理解」の着実な育成を図ることと整理してはどうか

• 特に小学校低学年に関しては、発達の段階を踏まえ、「③特性の理解」は、「①活用」を通して体験的に初歩的なものを学ぶこととするとともに、「②
適切な取扱い」についても同様に「①活用」を通して体験的に学ぶ中で一体的に扱う方向性としてはどうか
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具体的な論点・検討の方向性

 タイピングによる文字のキーボード入力については、下記の諸点を踏まえ、例えば、国語科で、ひらがな、カタカナを学んだ後、２年生で文
字を書くことの学習の一環として、ローマ字による文字入力を体験することとしてはどうか
３年生でアルファベット、ローマ字50音、ローマ字入力の全てを学習することの負担感があること
デジタル学習基盤が整備された中、１・２年生で無理なく文字入力を指導している学校もあり、取組に差が生じていること
文字を書くという国語科としての資質・能力を育む中で、付随的に情報活用能力としても育成することが見込まれること
情報端末を「書く道具」として自然に扱えるようになり、以降の各教科等でのデジタル学習基盤を活用した学習活動の中で表現や記
録の手段として生かしたり、３年生以降の探究的な学びへ円滑につなげたりすることが期待できること（第2学年で文字入力を体験
的に行うことの意義等について国語科WGにおいても検討）

 「機器・アプリケーションの基本操作」については、低学年においては、特に身体性を大切にしながら、「写真（動画）を撮る」「録音（録
画）する」「動画等を視聴する」 「絵を描く」 「図形を操作し動かす」など、各教科等での目標を達成する観点からデジタルに慣れ親しむ
体験的な活動を行う中で学ぶこととし、３年生以降の、総合的な学習の時間に付加される情報の領域（仮称）を中心とする学びに
接続することとしてはどうか

（３）「②適切な取扱い」「③特性の理解」の学習活動 【補足イメージ】

 「基本的な操作」の中で学ぶ「②適切な取扱い」や「③特性の理解」の具体については、例えば、自身の情報端末のIDやパスワードは
他人に教えないこと、情報端末を正しい姿勢で使用すること、許可なく他人の写真や動画を撮らないことなどを各教科等における情報
端末を使った体験的な学習活動の中で一体的に学んでいくことが考えられる
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１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年

小学校低学年における情報活用能力の育成イメージ

デジタルに体験的に慣れ親しむ デジタル学習基盤を効果的に活用する

国語

児童の実態に即した簡易な文字入力（手書
き入力、キーボード入力、タッチパネル入力等）

総合的な学習の時間・情報の領域（仮称）

書くことの一環と
してローマ字入力
を体験 各教科等

デジタル学習基盤を活用した学習活動の中で、文字入力を学ぶ

探究的な学びを一層充実する観点から、タイピングを含めた
文字入力について学ぶ

各教科等

総合的な学習の時間・情報の領域（仮称）
低学年での体験を土台として、

情報技術の活用を学ぶ中で機器・アプリケーションの基本操作を学ぶ各教科等の目標を達成する観点から、
体験的に慣れ親しむ

（学習活動の例）
生活：植物の観察をする際に、写真を撮って保存する
算数：身の回りのものを写真に撮り、図形を重ねて描画

し、形の特徴を掴む
音楽：自分たちの歌唱や演奏を記録して視聴する
図画工作：自分の活動を写真に撮って振り返る 等

低学年での体験や総合情報の領域（仮称）での学習を生かしつつ、
各教科等の目標を達成する観点から機器・アプリケーションを活用

 「基本的な操作」について、「コンピュータで文字を書くこと」と、「機器・アプリケーションの基本操作」の２つに整理し、各学年
における学習活動と中学年以降への展開は以下のような流れとしてはどうか

 「②適切な取扱い」と「③特性の理解」は、「基本的な操作」の中で体験的に学ぶこととしてはどうか

補足イメージ

Ａ

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で

文
字
を
書
く
こ
と

Ｂ

機
器
・
ア
プ
リ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
基
本

操
作

基
本
的
な
操
作

①
情
報
技
術
の
活
用

総合的な学習の時間・情報の領域（仮称）

各教科等

「①活用」の中で、
体験的に慣れ親しむ②適切な取扱い

③特性の理解

ローマ字による文
字入力の学習

低学年での体験的な学びを踏まえ、系統的な学習を開始

各教科等での探究的な学びを支える

（学習活動の例）各教科等において、
・自身の情報端末のIDやパスワードは他人に教えない
・情報端末を正しい姿勢で使用する
・許可なく他人の写真や動画を撮らない 等 30
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